
  

クスリの形について考えよう 

－クスリを働かせるための工夫－ 

 

薬学部講師 平野 裕之 先生 他 

 

 「この物質は体に作用してクスリとして働きます」とわかっても、そのままの形では薬局

で売ったり、病院で使用したりしていません。薬局で買った薬はどんな形をしているで

しょうか。錠剤？カプセル剤？液剤？病院では注射をしてもらうかもしれません。どうし

ていろいろな形をしているのでしょうか。また、どんな種類があるのでしょうか。 

 まず、なぜクスリの形（剤形といいます）を工夫しなければならないかを考えて見まし

ょう。そのために、体の中のクスリの動きについて説明します。また、それぞれの目的に

あわせて作られた剤形を見てみましょう。また、クスリを効果的に使うために特別に考え

られた剤形もあります。どんなものがあるか、見てみましょう。 

  

同じように見えるクスリでも、そのつくり方やつくるときに加えた物質の違いによって、

クスリの効果が違ってくることがあります。そのため、製薬会社などでは、クスリについて

いろいろな物理化学的な試験を行って、クスリを使う人が安心してクスリを使えるように

しています。 

今回は、次の 2つの実験をします。 

 １）カプセル剤のつくりかたと崩壊性の関係 

    同じ物質なのにその結晶のかたちによって、カプセルの中に充てんできる量が

違うことを確かめます 

 ２）カプセル剤のコーティングと溶解性の関係 

カプセル剤を皮膜でカバーすることにより、消化管の中で成分の溶け出し方

が異なることを確かめます 

 

最後に、神戸学院大学薬学部の研究室で行われているクスリの形への工夫につい

てもお話します。クスリを目的の場所に運び、必要なときに必要な量の成分を放出させ

て病気の治療を行うためのしくみを DDS（薬物送達システム）といいます。神戸学院大

学で開発された DDSを紹介します。 

http://www.irasutoya.com/2015/12/blog-post_312.html

